
　

本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
９
１
３
億
５
７
５
４

万
３
０
０
０
円
、
歳
出
が
９
１
２
億
５
６
３
３
万
７

０
０
０
円
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
電
話
投
票
に
よ
る
売
上
げ
は
、

総
売
上
高
の
13
・
８
％
と
な
り
、
施
行
者
別
で
は
第

２
位
に
な
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
一
般

会
計
へ
繰
り
出
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
基
金
の
積

立
て
に
努
め
て
ほ
し
い
﹂、﹁
平
和
島
競
艇
で
の
収
益

金
は
都
市
基
盤
整
備
に
役
立
っ
て
い
る
。
公
共
の
管
理

の
も
と
、
今
後
も
健
全
な
娯
楽
と
し
て
発
展
さ
せ
て

ほ
し
い
の
で
、
本
案
に
賛
成
す
る
﹂、
一
方
、﹁
今
ま

で
の
一
定
の
制
約
の
中
で
節
度
を
も
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
が
、
電
話
投
票
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
拡
大
で
、

公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
性
格
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
案
に
反
対
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
１
６
０
億
４
６
５
０

万
５
０
０
０
円
、
歳
出
が
１
６
０
億
４
２
０
３
万
３

０
０
０
円
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
医
療
費
が
、
こ
の
数
年
間
、

老
人
医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
70
歳
か
ら
75
歳
ま

で
が
国
保
の
対
象
者
に
な
る
な
ど
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
を
反
映
し
て
繰
入
金
も
増
加
し
て
い
る
﹂、﹁
国

保
加
入
者
の
所
得
は
、
現
在
、
課
税
所
得
の
３
０
０

万
円
以
下
の
世
帯
が
85
％
を
超
え
、
大
分
下
が
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
他
の
健
康
保
険
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
経
営
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
﹂
、﹁
負

担
す
べ
き
は
負
担
し
て
、
互
助
の
精
神
で
今
後
も
収

納
率
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
﹂
、﹁
決
算
に
つ
い
て

は
認
定
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
51
号
議
案

平
成
15
年
度
府
中
市
競
走
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

総

務

委

員

会

第
48
号
議
案

平
成
15
年
度
府
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
府
中
市
分
梅
町
１
丁
目
31
番
地
に

お
い
て
、
府
中
市
複
合
福
祉
施
設︵
仮
称
︶の
新
築
工

事
を
施
行
す
る
も
の

　

こ
の
議
案
は
、﹁
工
事
の
主
な
内
容
は
、
建
築
面

積
１
０
１
８
・
80
㎡
、
地
下
１
階
、
地
上
５
階
建
て

の
工
事
で
、
契
約
金
額
４
億
６
７
２
５
万
円
で
仮
契

約
を
締
結
し
て
い
る
﹂等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
本
複
合
福
祉
施
設
に
設
置
さ

れ
る
保
育
所
に
つ
い
て
は
、一
時
保
育
、
休
日
保
育
、

夜
間
保
育
な
ど
が
で
き
る
全
市
的
な
施
設
と
し
て
考

え
て
い
る
﹂
、
﹁
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

今
後
打
ち
出
さ
れ
る
公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
針
に

従
い
、
詳
細
を
検
討
し
た
い
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
低
入
札
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
適

正
価
格
を
も
う
一
度
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
開
発
行
為
に
よ
り
築
造
さ
れ
、
市

に
帰
属
と
な
っ
た
道
路
26
路
線
、
及
び
一
般
寄
付
を

受
け
改
良
整
備
を
行
っ
た
道
路
２
路
線
、
合
計
28
路

線
に
つ
い
て
、
道
路
線
の
認
定
を
行
う
も
の

　

質
疑
に
対
し
、﹁
現
在
の
道
路
率
と
目
標
道
路
率
、

進
ち
ょ
く
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
道
路
率
12
・
14
％

で
今
回
の
認
定
、
廃
止
に
伴
い
12
・
18
％
と
な
り
、

長
期
総
合
計
画
の
目
標
値
で
あ
る
12
％
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
今
後
も
地
域
の
住
民
要
望
に
十
分

対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
、
本
案
に
賛
成

す
る
﹂、﹁
認
定
道
路
と
既
存
の
道
路
と
の
接
続
部
分

で
の
事
故
が
多
い
の
で
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な

ど
、
事
故
防
止
策
を
研
究
、
実
施
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
、
本
案
に
賛
成
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
43
号
議
案

府
中
市
複
合
福
祉
施
設︵
仮
称
︶新
築
工
事
請
負
契
約

第
39
号
議
案

府
中
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

文
教
経
済
委
員
会

常任委員会からの審査報告常任委員会からの審査報告

厚

生

委

員

会

建
設
環
境
委
員
会

　

調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
議
会
に
お

い
て
、
調
布
飛
行
場
の
安
全
性
確
保
及
び
就
航
率
向
上

に
関
す
る
請
願
が
趣
旨
採
択
さ
れ
、
調
布
飛
行
場
に
お

け
る
諸
課
題
に
関
す
る
協
議
要
請
が
、
都
か
ら
三
鷹
市
、

調
布
市
、
本
市
に
対
し
て
あ
り
、
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
、
今
後
、
都
と
関
係
３
市
の
間
で
協
議
を
進
め
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
と
の
移
転
場
所
の
協
議

状
況
と
し
て
、
同
研
究
所
か
ら
、
本
市
の
意
向
を
十
分

に
踏
ま
え
、
移
転
場
所
に
つ
い
て
調
整
し
た
い
旨
の
申

入
れ
が
あ
り
、
今
後
、
具
体
的
な
移
転
場
所
を
含
め
て
、

留
保
地
全
体
の
利
用
計
画
案
を
検
討
し
た
い
等
の
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
導
入
に
伴
い
資
金
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
、
事
業
費
の
総
額
は
11

億
４
０
０
０
万
円
増
の
94
億
１
０
０
０
万
円
と
な
る
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
が
、
７
月
末
に
国
土
交
通
大
臣
か
ら
、

６
月
18
日
付
で
交
付
決
定
さ
れ
た
旨
通
知
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
事
及
び
建
物
移
転
の
予
定
は
、
組
合
で
は

仮
換
地
指
定
後
に
移
転
、
工
事
な
ど
に
着
手
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
道
路
予
定
地
の
埋
蔵
文

化
財
の
調
査
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
は
、﹁
ス
イ
カ
﹂
等
の

費
用
負
担
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
る

等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
16

年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
15
年
度
の
活
動
報
告
並

び
に
16
年
度
の
活
動
計
画
案
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
選
定

結
果
等
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区
の
現
況
に
つ
い
て
は
、

16
年
８
月
31
日
現
在
、
住
宅
棟
及
び
商
業
棟
の
躯
体
工

事
を
完
了
し
、
内
部
の
境
壁
工
事
や
設
備
工
事
等
を
順

次
施
工
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
専
門
店
と
の
予
約
契
約
は
、
８
月
末
現
在
で
、

出
店
予
定
数
60
店
舗
の
う
ち
、
予
約
契
約
及
び
経
済
状

況
確
認
書
の
提
出
が
51
店
舗
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
の

９
店
舗
は
９
月
末
を
目
標
に
、
鋭
意
出
店
条
件
の
交
渉

を
行
っ
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

▲東八道路の交差点

222号　平成16年（2004年）11月6日発行 市議会だより
ふちふちゅうふちふちゅう

一般質問・常任委員会・特別委員会7

早期着工となるよう

　　　強く要請していきたい

東八道路整備計画の策定検討会議

　　参加に当たっての市の考えは

宮
本　

武
蔵
議
員　

市
民
の
生
命

・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、

多
面
的
に
防
災
力
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
と
思
う
が
、
市
の
基
本
的

な
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
夏
の
豪
雨
災
害
で

は
、
犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
が
60
歳

以
上
の
高
齢
者
だ
っ
た
が
、
障
害

者
等
を
含
め
た
災
害
弱
者
対
策
に

つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

自
ら
の
安
全
は
自
ら
が
守

る
自
助
と
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
共
助
、
そ
し
て
、

行
政
が
担
う
公
助
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
考

え
る
。

環
境
安
全
部
長　

府
中
市
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
弱
者
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
日
常
的

に
援
助
が
必
要
な
人
に
対
す
る
支

援
体
制
と
し
て
、
地
元
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
、
総
合
支
援
関
係

を
結
ん
だ
近
隣
施
設
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、
安
否
の
確
認
や
避
難
誘

導
、
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
に
つ

い
て
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

府
中
市
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て

　
　

支

援

体

制

を

整

え

て

い

る

豪

雨

な

ど

の

災

害

発

生

時

　
　

高
齢
者
等
の
災
害
弱
者
対
策
は

稲
津　

憲
護
議
員　

平
成
11
年
に

東
八
道
路
が
西
原
町
ま
で
延
長
さ

れ
便
利
に
な
っ
た
が
、
国
立
府
中

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
計
画

が
残
っ
て
お
り
、
西
原
町
を
大
き

く
斜
め
に
横
切
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
都
で
は
17
年
度
末
ま
で
に

完
成
も
し
く
は
着
工
予
定
と
し
て

い
る
が
、
計
画
道
路
に
か
ぶ
さ
る

市
民
か
ら
不
安
の
声
を
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
計
画
道
路
線
の
線
引

き
を
確
認
す
る
方
法
は
。

　

ま
た
計
画
年
次
が
残
り
１
年
と

な
り
、
18
年
度
か
ら
の
10
年
間
の

整
備
計
画
を
都
と
各
市
町
と
の
連

携
に
よ
り
検
討
を
始
め
た
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
計
画
の
前
段
階

の
策
定
検
討
会
議
に
参
加
す
る
に

当
た
っ
て
の
市
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　

線
引
き
の
確
認

は
、
計
画
課
に
て
、
図
面

で
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　

東
八
道
路
の
整
備
促
進

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お

い
て
も
早
期
実
施
を
陳
情

し
て
い
る
。
整
備
方
針
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
早

期
に
着
工
す
る
位
置
付
け

と
な
る
よ
う
、
強
く
要
請

を
し
て
い
き
た
い
。

く


